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Abstrac 
In formation technolgy is considerd one of the ways to solve social problems . So ， my research 
team would like to focus on information visualization to deal with environmetal problems ， one of the 
most important thems for us in the 21st century. The purose of this research is to visualize 
environmetal information ， using sensors and location information from Global Positioning System. 
By using temperature and humidty data etc ， whic are include in environmetal information ， we
have conducted maping for environmetal and location information ， using Gogle Maps AP I. 
Specificaly ， it becoms posible to show end-users detailed environmetal information on Gogle 
Maps by using the data we have gathered. From now on ， if we install various sensors into electronic 
devices that many peole use ， our sytem wil be able to devlop an unprecdentedly vast 


















して， the “4A( An ywher ， An ytime ， by An yone and 
An ything) vision " を提唱 している. 今後， IP(Internet 
ProtcO 技術を発展応用した次世代型ネッ トワー ク
NG(ext-nraio Network) と IPv6(Internet





られている.月 尾[3] は，情報通信技術(I CT:Information
























のデータを収集 ・蓄積 ・加工 ・発信する情報通信技術組
み合わせた“センサ + ICT " が社会の問題解決に有効で








用してきた. 207 年に実施した有効回答数 2143 人の環
境問題に関するアンケート解析分析結果[8] から，I環境
問題に関する正確な情報共有が必要である J という問題
提起を得た.アンケ ート結果の一部を示すと図 1 となる
図 1 環境問題に関するアンケート結果
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- アンケー ト概要
-調査場所:上野，巣鴨，横須賀学院，専修大学等
-標本人数: 2143 人(中高: 172 ，大: 243 ，社: 18) 
・調査期間: 207 年 2 月----- 207 年 7 月
このアンケート結果を基に ユビキタス ・センサネッ
トワークによる環境情報の視覚化[9 ，10 ]， 3D グラブイツ
クコンテンツの制作[1] ，集合知を利用した環境情報の
共有 [12 ，13] をおこない社会ニーズの探求とシーズの創
出という観点から社会応用可能な R&D を実践している.















表示した.本 システムは エンド、ユー ザ、が 「し 1つでも，
どこでも，だれでも」閲覧可能な環境を提供するため，










レコーダーを使用し，温湿度の視IJ 定をおこなう . また，
位置情報を取得するため， GPS を使用し，緯度 ・経度
の測定をおこなった. GPS から値を取得する際には，3 
個以上の人工衛星からの信号により位置情報を算出する .
さらに，人口衛星による位置情報が取得できず無線 LAN
の接続が可能な環境では IE802.1 を利用した Wi-F
による経度 ・経度の測定をおこなった.
2.1. 環境情報
環境情報の計測には ESPEC 社のサーモ レコーダー
有線: RS-12 (図 2 右側) ・無線 :RSW-20S とRTC21
(図 2 左側)を使用し 温湿度の測定をおこなった.
図 2 温湿度計(サーモレコーダー)
製品名 :RS-12 (有線)， RSW-20S (無線)， RTC21 
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温度測定範囲: -60'" 15 0C 
湿度測定範囲: 10'"95%RH 
記録データ量 :80 x 2 チャンネル
温度の測定例(図 3 を参照) : 
測定日時: 208 年 1月 1 日 (24hours)
測定場所:東京都世田谷区成城(屋外)
緯度: 35 度 38 分 38 .4 9 秒 (35.6402)
経度: 139 度 35 分 50.82 秒 (1 39 .59746)
データ数: 140 (1 分 1 回取得)
図 3 温度の測定例
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センサの設置位置を固定し時系列データとして測定を
継続することにより ，1 日 1週間， 1 カ月， 1年の温湿





位置情報の計測には，GlobaSt 社の GPS BU-35( 図
4 を参照)と Kozyt 社の PlaceEngi を使用し，緯度 ・
経度の測定をおこなった
図 4 GPS( 全地球測位システム)
製品名: BU-353 (GlobaSt 社製)
測位:並列 20 チャンネル
精度(単独即位) 位置精度: 10m (2DRMS) 
速度精度: O.lm/ 秒
精度 (WAAS/EGNOS)
位置精度 (水平) : 5m (2DRMS) 
経緯度の測定例(図 5 を参照)
測定日時: 207 年 10 月 4 日 14 時頃
測定場所:専修大 学生田キャ ンパス 9 号館 (屋外)
図 5 経緯度の測定例
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※図 5 の測定例は 10 個全ての人工衛星から位置情報が
取得できている状態で，最も正確な値が取得している状




製品名 :PlaceEngi (Kozyt 社製)
精度 :約 5m'"10m
URL : htp :/w.placengiom 























ースに格納する . 閲覧 ・意見投稿フ。ロセスとは，ユーザ
がブラウザにアクセスして， Web 地図インタフェース上








ロセスには，Ajax(synchrous JavScript + XML) を
用いた Gogle Maps を使用した . データベー ス
(DB :Datbse) として用いている MySQL とブラウザの
媒介言語には，PH(ypertx Preproceso r) を利用し
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ム(GIS:Geographic Information System) の中でも特に
















とが可能になった. 例えば，クライアン トA とクライア
ントB から同時刻に，本システムに対し環境情報と位置
情報に関する投稿があった場合にも，サーバがクライア






とである. 具体的には 待機状態 ・実行可能状態 ・実行












ングの解説をおこなう. Jav 言語のス レッド作成方法は，
Thread クラスによる継承と Runable インタフェース
による実装の 2 種類が存在する.ここでは ，Jav 言語
が単一継承であるという特徴を活用するために，簡易的
な Thread クラスによる実装をおこなった. また，排他
制御を実現するために，ブロ ック単位による同期が可能




















































こな う. クライアン トは，引数を 3 っとした. 第 1 引数












によって示すと図 9 となる .
図 9 クライアントのフローチャート
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度 ・湿度等)がある.これらの情報を Gogle Maps 上に
表示する際には，ファイル名 ・ID と緯度 ・経度を除いた
全ての情報の出力をおこなった. Gogle Maps 上に，平
均気温・平均湿度等を基準にしたバルーン形の画像(以下，
Marke) を立て，視覚化をおこなっている.また， Marker 
色や Ma rke r のグルーピングによって情報の分類が視覚
的に確認できるようなインタフェースとした.
3.2.1. PC ブラウザインタフェース
PC ブラウザ用画面では Marker 内に①センサ情報
(Senso rI nfo) ，②グラフ (Sen sorCha t) ，③ス トリー トビ
ュー (StreV iew) ，④投稿内容(ComDisplay) ，⑤投稿
( Contribuon) の Tab を持ち，地図，航空写真，地図+
航空写真の画面切り替えが Gogle Maps 上で可能であ










青字で表示している. センサ情報表示画面は，図 1 の
ようなインタフェースである.
②Sen sorChat 
グラフ Tab では， Gogle Chart AP I[ 15] を用いること
によって，センサから取得した環境情報のグラフ化をお
こなっている.ここでは，縦軸の左側に温度 (-50 0C ，-....， 
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ストリートビューTab では， Gogle の Stret View 機
能を利用することによって，センサ情報取得場所の視覚












































































































































上に表示する際には， GPS から取得した緯度 ・経度の
位置情報を基に，Gogle Maps 上に Marker を立て，
Marker 色の違いによって情報の識見IJ が可能なインタフ







た Marker を使用して 50C 区切りで Marker 色を変え





















分類が可能な機能を追加した. 図 18 は，Marker 表示数
の変更画面である.
図 18 Marker 表示数の変更画面


















する検索結果の Gogle Maps 上に自動で移動する機能
も追加した.このことによ って， ユーザ自身は該当する






































因の補完にある . 具体的には，環境 ・位置情報統合シス
テムの特徴である環境データの定量的要因に，環境情報
共有システム [12] の特徴である集合知 [13] の定性的要因
を組み合わせる [18] ことによって，より 一層正確かつ広
範な情報提供の拡充が可能と考えている . また，Web 地
図インタフェースを用いたさらなる効果的かっ効率的な











[1] 総務省， ~ Iユビキタスセンサーネ ッ トワーク技術に関
する調査研究会」の開催1 March 204 ， 
htp:/w.soumgj-ne20435_8l 
[2] ITU-T ， ~ Ubiquitous Sensor Networks J]， ITU-T 
Technolg y 防'e:z tch Brie β:ng Report Seris ， No .4， 
Februay 208 
[3] 月 尾嘉男，~総論一環境問題へ挑戦する情報通信技術
-Jl， 富子1停詩F通71 宮学会話f待薬 疲弊ぎ子千戸dうノ， Vo 1. 90 ， 
No.1 ， p.930 ・935 ，November ， 207 
[4] 江 IJ 崎浩， ~イ ンターネット技術を用いたセンサ情報共
有ネットワークの展開J]， i停詩E必理学'王子話f微笑: オープン
グヲナーチ!l!! 次世代求 y 外クーク反政ザへの#t 鋭)， vo 1. 49 ， 
No.10 ， p.153-8 ， October 208 
[5] 水野忠則， 111 金野博史，~情報共有空間のためのセンサ
コンピューティングJ] ， !if 諸fjs J!l 学会話 f好美-在 至舎の未
来をみZぐ-*:Y 外グーク1停詩fj き芳三空局7ノ，Vo 1. 48 ， 
28 専修ネ ッ トワーク&イ ンフォメ ー シ ョン No.15 .209 
No.2 ， p.135 ・14 ，Februay 207 
[6] 中村二朗，丸尾容子，小川|重男， Iユピキタスセンシ
ングによる環境の可視化J，富子j停叛@{ -g 学会話 f停案:
度身ぎデヂ{5 ノ， Vo 1. 90 ，No.l ， p.942-8 ， November 207 





るシステム開発-1 専修大学手 y 外クークj停級学会下事延安
手 y 外グーク& インプオメ ;ーンョ 去っ)，No.13 ， p .13-2 ， 
March 208 
[9] 小室匡史， 柳j畢剣，綿貫理明，大西寿郎， ~ユビキタ
ス ・センサネッ トワークによる環境情報視覚化の提案1
111 叛必理学会(第 103 @停帯システ ムと任委環fft lVf1t 芳
菱重子ノ，18-03(2) ， p.9 ・16 ，March 208 
[10] 小室匡史，柳津貧1]， 綿貫理明， ~ユ ビキタス ・ センサ
ネッ トワークによる環境情報視覚化の提案1; 僚詩E必理学
会(第 71 @ 会/][*王子 ノ March 209 
[1] 深井雄大，高塩真広， 柳津剣，小室匡史，綿貫理明，
大西寿郎， ~ビッグパンから未来にいたる“地球温暖化"
物語の創作 May8.5 を利用した 3D グラフ ィック コン
テンツの制作一1 事後*宇岩手 y 外クークf芳野学会得後手
y ムクーク& インアォメ ニーンョ λ)，No.13 ， p .4 1・47 ，
March 208 
[12] 柳津貧1]，小 室匡史，綿貫理明，大西寿郎， ~集合知を
利用した環境情報システム 一地図情報と環境情報のマ
ッシュアップ-1 ;停再fjs J!ll 学会(第 103 @ 111 帯システム
ι?在王子環葬li}f タど若表会ノ，18-03(1 1)， p.71-8 ， March 
208 
[13] 小室匡史，柳津貧1]， 松永賢次，綿貫理明， ~Web 地
図インタフェースを活用した CGM サイ ト構築と集合知
の社会応用~， 111 帯必理学会(第 刀 E 会E 大会ノ March
209 
[14] 小室匡史，綿貫理明，大西寿郎，~産官学連携による
地球温暖化対策プロジェク ト・ 卒業研究の成果公開 第
21 回先端技術見本市テクノ トランスファーln かわさき
2008 出展報告-~ 事後オ手若手y 外クーク111 帯学会得後
手 y 井クーク& インア才メーシ3./-' )，No.14 ， Februay 
209 
[15] Gogle Chart AP1 入門，
htp:/w .ajxtowerjp/golechart/ 
[16] Gogle 8taic Maps AP1 入門，
htp :/w.ajxtower.jp/golestaicmps/ 
[17] 矢野和男，~センサは Web を超える 省力化から知
覚化へ1 I停詩F必主宰学会話(徴集.在設の未来否子高ぐ ..;:f.:Y
外グーク j停諸E井手亨x~mり， vo 1. 48 ， No.2 ， p.160 ・170 ，
Februay 207 
[18] 小室匡史，柳津貧1]， 綿貫理明， ~ユビキタス ・ セン
サネットワークと CGM サイトによる環境情報共有シス
テム 一環境データによる定量化と 集合知による定性化
の融合一1 府議必E 学会{策 107 @ 111 帯システム ι?在王子
皮算:li}f 交安表会人 18-07 ，March 209 
[19] 柳津貧1]，小 室匡史，松永賢次，山下清美，綿貫理明，
『集合知を利用 した環境情報システム 地図情報と環境
情報のマツ、ンュアップ- 1 i停詩fjs 理学王子(第 10 5 @ fi 手持E
システAeft 王子環葬研究若表会)，18-05(9) ， p.53-60 ， 
Augst 208 
[20] 小室匡史， 柳津貧1]，小 菅拓真，戸口裕人，堀越永幸，
松永賢次，山下清美，綿貫理明， ~集合知を利用した環境
情報システム一地図情報と環境情報のマッシュアップ
-17 停詩fjs J!ll 学王子(第 107 @ 7停離シス7' A と在会環葬li}f
















投稿することに した. 時間を害IJ し、てご検討し、ただいた査
読者及び編集委員の先生方に感謝し、たします.
